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第３学年社会科（公民的分野）学習指導案 
                         日 時

                         学 級

場 所

授業者

 

１ 単元名 

  個人の尊重と日本国憲法 

 

２ 単元の目標 

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究したり解

決したりする活動を通して、次の資質・能力を身に付けることができるようにする。  

・個人の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意義、民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切であること、日本国憲法が基本的人権の尊重、国民主権及び平和主義を

基本的原則としていること、日本国及び日本国民統合の象徴としての天皇の地位と天皇の国事に関す

る行為について理解する。                          〔知識及び技能〕 

・我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について多面的・多角的に考察し、表

現する。                            〔思考力、判断力、表現力等〕 

・個人の尊重についての考え方や日本国憲法の基本的原則などについて、現代社会に見られる課題の解

決を視野に主体的に社会に関わろうとする。また、だれもが自分らしく、幸せに生きることができる

社会を創ることを目指し、これからの人権保障についての課題を主体的に追究する。 

                               〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

３ 単元について 

（１） 生徒の実態 

 個人の尊重についての考え方や法の意義、法に基づく政治及び日本国憲法の基本的原則に対する基礎

的・基本的な知識を習得しているが、日本の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義につ

いて理解することができる生徒は少ない。そのため、民主的な社会生活を営むためには、法に基づく政

治が大切であるということを、生徒の身近な生活と結び付けながら、考察できる力を身に付けられるよ

うにしていきたい。 

 本学級では、基本的な資料の読み取りの力は少しずつ身に付いてきているが、資料と社会的事象を関

連付けて考察したり、他者の意見や考えを踏まえて自分の意見を表現したりすることについて苦手意識

をもつ生徒が多いため、ディスカッションや協働学習を用いて、多面的・多角的に考える場面を設定し

ていきたい。 

 

（２） 教材について 

 本単元は、民主的な見方や考え方の基礎が養えるように、個人の尊重についての考え方を深めるとと

もに、我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について理解するものである。民

主主義は、個人の尊厳を基礎として成り立ち、全ての国民の自由と平等が確保されていることを理解す

るために適切な教材であると考える。本単元の学習は、具体的な事例を取り上げながら学習を展開して

いくことで、生徒の人権に対する興味・関心を高めることができ、さらに個人の尊重についての考え方

を深めることにつながる。 

 

（３） 指導について 

指導に当たっては、生徒の興味・関心が高まるように、具体的な事例を取り上げながら学習を展開し、

「自分らしく幸せに生きていくために、どのような人権が保障されているのか」を学習問題として追究

していきたい。資料を読み取る場面では、分析の仕方を確認しながら、資料分析の技能を高めていく。

さらに、習得した知識や技能を生かしながら、意思決定を取り入れた討論型の発展学習を展開し、思考

力、判断力、表現力等を育成する。今回は「人権の保障と公共の福祉」を題材に、社会的な問題の実例

として、「道路建設をめぐる対立」を取り上げ、立ち退き拒否の側と立ち退きを求める側の対立の原因と



- 2 - 

 

主張、根拠を整理しながら、「道路建設は公共の福祉にあたるのか」を視点に学習問題「道路の拡張計画

について賛成か、反対か」を導き出したい。そして、視点を基に多面的・多角的に考察し、意思決定を

する。討論場面では、グループ活動を取り入れ、その中で他者と意見交換をしながら、比較したり、共

有したり、練り上げたりして、自分の考えを深めたい。公共の福祉を考える際には、個人の尊重という

視点から、人権の制限には慎重にならなければならず、最大限バランスよく人権が保障されるよう配慮

する必要がある。最終的には一方を選択するのではなく、対立を調整し、合意に導くためにはどうした

らいいかについても「効率」「公正」の見方や考え方を生かして検討したい。 

 

（４） 生徒が「読み解く力」を、高め、発揮している姿とそのための手立て 

【「読み解く力」の二つの側面】 

Ａ…主に文章や図、グラフから読み解き理解する力 

Ｂ…主に他者とのやりとりから読み解き理解する力 

【「読み解く力」の三つのプロセス】 

①…発見･蓄積：必要な情報を確かに取り出す 

②…分析･整理：情報を比較し、関連付けて整理する 

③…再構築：自分なりに解決し、知識を再構築する 

 

【A①】 

・我が国の政治における憲法の位置付けを図などから読み

取ることで、憲法の重要性を理解している。 

【B①】 

・グループによる意見交流を通して、憲法

に基づく政治によって、国民の自由と権

利が守られていることを理解している。 

・人権保障について日常生活と結び付けたり、自分に置き換えたりする場面を設定する。 

【A②】 

・憲法に書かれている内容を知った上で、身の周りにある

様々な人権保障に関する課題を、憲法の条文と照らし合わ

せながら考えている。 

・憲法をどのように解釈するか、既習の内容、これまでの自

分の人生経験やその中で築き上げてきた価値観とも照ら

し合わせながら自分なりの考えを整理している。 

【B②】 

・人それぞれの立場や価値観のちがいか

ら、憲法の解釈の仕方、求める人権保障

のあり方にはちがいがあることに気付

き、自分の解釈をもう一度見つめ直して

いる。 

・収集した資料の中から、法の意義や我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることなどにつ

いての学習に役立つ情報を適切に選択し、読み取ったり図表などにまとめたりする。 

・グループによる意見交流を通して、「対立と合意」「効率と公正」の視点から自分の意見を整理する。 

【A③】 

・基本的人権の尊重を中心とした個人の尊重についての考

え方と、憲法をはじめとした法との関連から課題を見つ

け、対立と合意、効率と公正などの視点から多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を適切に表現している。 

【B③】 

・他の人の考え方を知った上で、対立と合

意、効率と公正の視点から考察し、自分

の考えを表現している。 

・自分なりの考えをもつ時間を確保したあとに、意見交流をする場面を設定する。また、最後にもう一

度自分の意見を整理する活動を設定することで、自分の考えの変容について気付くことができるよう

にする。  

 

４ 単元（題材）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・個人の尊重についての考え方

を、基本的人権を中心に深め、

法の意義を理解している。 

・民主的な社会生活を営むため

には、法に基づく政治が大切

であることを理解している。 

・日本国憲法が基本的人権の尊

重、国民主権及び平和主義を

基本的原則としていることに

ついて理解している。 

・対立と合意、効率と公正、個人

の尊重と法の支配、民主主義

などに着目して、我が国の政

治が日本国憲法に基づいて行

われていることの意義につい

て多面的・多角的に考察し、表

現している。 

・個人の尊重についての考え方

や日本国憲法の基本的原則な

どについて、現代社会に見ら

れる課題の解決を視野に主体

的に社会に関わろうとしてい

る。 

・だれもが自分らしく幸せに生 

きることができる社会を創る 

ために、これからの平和主義

に関わる課題や基本的人権の
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・日本国及び日本国民統合の象

徴としての天皇の地位と天皇

の国事に関する行為について

理解している。 

課題の解決、個人の尊重と公

共の福祉を視野に主体的に追

究しようとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全１９時間）※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

一 

１ 

・道路拡張計画に対して、自分の

意見をもつ。個人の尊重と法の

支配、効率と公正などに着目

し、考えていくことを理解す

る。 

・身近な事例から、自分と憲法や

政治に関わる問題とのつながり

に気付き、学習に対する関心や

意欲をもつことができるよう身

近な事例を取り上げる。 

・個人の尊重についての考え方や

日本国憲法の基本的原則などに

ついて、現代社会に見られる課

題の解決を視野に主体的に社会

に関わろうとしている。（態） 

２ 

・民主主義の考え方やその決定

の仕方を理解することを通し

て、よりよい民主政治のために

必要な事柄を考える。 

・政治とはどのようなはたらきを

もつものかを理解できるように

具体例を挙げて説明する。 

・民主主義に着目して、我が国の政

治が日本国憲法に基づいて行わ

れていることの意義について多

面的・多角的に考察し、表現して

いる。（思） 

３ 

・政治権力が公平に行使され、私

たちの自由を守るために、法の

支配と権力分立が必要である

ことを、人の支配と比較して考

察する。 

・個人の尊重が実現されるために

は、基本的人権を保障し、政治

権力を制限する立憲主義の憲法

が必要であることを人の支配と

比較することを通して理解でき

るようにする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

４ 

・日本国憲法の三つの基本原則

は、どのような背景から成り立

ったのかを理解する。 

・日本国憲法がどのような経緯で

制定されたのかを歴史的背景を

基にしながら理解できるように

する。 

・日本国憲法が基本的人権の尊重、

国民主権及び平和主義を基本的

原則としていることについて理

解している。（知） 

５ 

・民主主義と法の支配を実現さ

せるために、国民主権と国民の

政治参加がなぜ重要なのかを

理解する。 

・国民主権の意味と行使の方法

や、日本国憲法における天皇の

位置付けを憲法条文等を用いて

理解できるようにする。 

・日本国及び日本国民統合の象徴

としての天皇の地位と天皇の国

事に関する行為について理解し

ている。（知） 

二 

１ 

・「あってよいちがい」と「あっ

てはいけないちがい」に分類し

たときの根拠について考え、話

合いながら、私たちが自分らし

く幸せに生きていくために、ど

のような人権が保障されてい

るのかを考える。 

・基本的人権が個人の尊重の原理

に基づいていることを理解し、

だれもが自分らしく幸せに生き

ることができる社会を創るため

に、どのような人権が保障され

べきかを考えるようにする。 

 

・だれもが自分らしく幸せに生き

ることができる社会を創るため

に、基本的人権の課題の解決を

視野に主体的に追究しようとし

ている。（態） 

２ 

・自由権が侵害された場合、どの

ような問題が生じるかを考え

る。 

・個人として尊重され、個性や才

能を発揮していくには、国家か

ら干渉や妨害を受けない自由権

があることを事例を基に考えら

れるようにする。 

・対立と合意、効率と公正、個人の

尊重と法の支配などに着目し

て、我が国の政治が日本国憲法

に基づいて行われていることの

意義について多面的・多角的に

考察し、表現している。（思） 

３ 

・男女共同参画社会や障がいの

ある人とともに生きる社会を

実現する施策について理解す

る。 

・基本的人権を基礎付ける法の下

の平等の意義を、具体的な施策

を取り上げて、理解できるよう

にする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

４ 

・現在も存在する部落差別、アイ

ヌ民族への差別、在日韓国・朝

鮮人差別の問題を解決し、共に

生きる社会を実現するための

・様々な資料から、差別解消のた

めの取組について、それぞれの

立場を意識して考えられるよう

にする。 

・個人の尊重と法の支配、民主主義

などに着目して、我が国の政治

が日本国憲法に基づいて行われ

ていることの意義について多面
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施策について考える。 的・多角的に考察し、表現してい

る。（思） 

５ 

・具体的な事例から、人間らしい

生活を保障することとはどの

ようなことかを理解する。 

・社会権が生まれた背景を踏ま

え、社会権で保障されている内

容を理解できるようにする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

６ 

・参政権や請求権の重要性につ

いて理解する。 

・参政権や請求権が、それぞれど

のように人権を保障しているの

かを理解できるようにする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

７ 

・情報化に関わる新しい人権に

ついて、社会の変化を踏まえて

考察し説明する。 

・具体的な事例を挙げながら、社

会の変化に伴って人権の考え方

が広がり、日本国憲法に規定さ

れていない人権も保障されてき

ていることに気付けるようにす

る。 

・対立と合意、効率と公正、個人の

尊重と法の支配などに着目し

て、我が国の政治が日本国憲法

に基づいて行われていることの

意義について多面的・多角的に

考察し、表現している。（思） 

８ 

・科学技術の発展に関わる新し

い人権について、社会の変化を

踏まえて理解する。 

・科学技術の発展に関わる新しい

人権の意義と内容を理解できる

ようにする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

９ 

・国際的な人権課題を捉え、その

解決の方向性について、理解す

る。 

・国際的な人権保障がどのように

展開されたのかを理解できるよ

うにする。 

・個人の尊重についての考え方を、

基本的人権を中心に深め、法の

意義を理解している。（知） 

10 

・公共の福祉による人権の制限

について話合う。 

・基本的人権と公共の福祉の関係

について、具体的な事例を基に、

その理由を考えられるようにす

る。 

・対立と合意、効率と公正、個人の

尊重と法の支配などに着目し

て、我が国の政治が日本国憲法

に基づいて行われていることの

意義について多面的・多角的に

考察し、表現している。（思） 

11 

・道路拡張計画に対して、自分の

意見を効率と公正、個人の尊重

の視点を踏まえて考察し、表現

する。 

・原因や主張、根拠を整理させる

ことで、対立する人権を把握で

きるようにする。 

 

・対立と合意、効率と公正、個人の

尊重と法の支配などに着目し

て、我が国の政治が日本国憲法

に基づいて行われていることの

意義について多面的・多角的に

考察し、表現している。（思） 

12 

本

時 

・道路拡張計画に対して、他の人

の意見を参考にしながら、根拠

を明確にして考察し、表現す

る。 

・人権の学習内容や日本国憲法条

文をもとにして、自分の意見を

まとめていけるようにする。 

・だれもが自分らしく幸せに生き

ることができる社会を創るため

に、個人の尊重と公共の福祉を

視野に主体的に追究しようとし

ている。（態） 

三 

1 

・日本国憲法の平和主義のあり

方を、日本国憲法の条文や資料

をもとに理解する。 

・日本国憲法の前文や第９条か

ら、平和主義について記述して

いる内容を読み取らせ、ワーク

シートにまとめていけるように

する。 

・日本国憲法が基本的人権の尊重、

国民主権及び平和主義を基本的

原則としていることについて理

解している。（知） 

2 

・日本国憲法の平和主義に基づ

いて、これからの日本の安全保

障について考える。 

・日本の安全保障、国際貢献に関

する資料を基に、様々な議論が

あることを取り上げる。 

・対立と合意、効率と公正、個人の

尊重と法の支配、民主主義など

に着目して、我が国の政治が日

本国憲法に基づいて行われてい

ることの意義について多面的・

多角的に考察し、表現している。

（思） 
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６ 本時の目標（本時：１７／１９時間目） 

・道路建設の是非を考えることを通して、個人の権利と公共の福祉が対立している状況に気付き、「道路

建設は公共の福祉にあたるのか」について、個人の尊重と公共の福祉を視野に、他の人の意見を参考

にしながら自分の意見を主体的に追究することができる。 

 

７ 本時の評価規準 

主体的に学習に取り組む態度 

だれもが自分らしく幸せに生きることができる社会を創るために、個人の尊重と公共の福祉を視野に

主体的に追究しようとしている。 

評価基準 

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C） 

これまでの学習内容、資料に

基づく理由付けと他の人の意

見から、意思決定し、記述して

いる。 

これまでの学習内容や自分な

りの理由付けから、意思決定

し、記述している。 

（B）に達していない記

述 

（B）、（C）

の生徒へ

の支援 

 →資料や他の人の意見を基に

自分の考えを整理するように

促す。 

→他の生徒の資料分析や

考えをメモし、自分の文

章に引用するように促

す。 

 

８ 本時の展開  ※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 
 

 
主な学習活動等 

指導上の留意点（・） 評価規準（□） 

ＩＣＴの活用（☆） 

導
入 

１．道路拡張に伴う論争を把握する。 

２．本時のめあてを確認する。 

・前時にまとめた自分の意見を発表できるよう促

す。 

展
開 

３．グループ交流を行う。 

・タブレットに書かれてある道路建設の是非

についての自分の意見を根拠とともに表現

する。 

・賛成派→反対派の順で説明をする。 

【予想される生徒の意見】 

＜賛成＞ 

・地域住民の交通面や不便さや危険性が想定

されるため。 

・渋滞を解消するため。  

・経済活動を活発にするため。 

＜反対＞ 

・歴史的な景観や住民生活の基礎ともいえる

商店がならんでおり、それらを奪うことは

地域住民の利益になるとはいえない。 

・Aさんの人権を保障するため。 

 

・根拠を基に自分の意見を図式化して導くことを

通して、対立する主張の背景にある憲法条文に

着目できるようにする。 

・公共の福祉に基づき、財産権を制限できるかを

めぐる争いであることを確認できるようにす

る。 

・効率と公正のグラフに基づいて、Aさんと X市

がどのような権利や見方・考え方を重視してい

るかをわかるようにする。 

・Bさんから Gさんまでの意見がどのような権利

や個人の尊重、効率と公正などの見方・考え方

を重視しているかをわかるようにする。 

・公共の福祉の使用は慎重な対応が求められるこ

とを理解できるようにする。 

・自分と反対の立場をとる人たちと意見交流する

中で、自分の意見を再整理したり、相手の意見

を踏まえて、意見を修正したりできるようにす

る。 

道路拡張計画に賛成？反対？ 立場を明らかにして、その理由を説明しよう 
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ま
と
め 

４．自分の意見をまとめる。 

・タブレットを用いて学級全体で意見を共有

する。影響を受けた意見には印をつける。 

・話合いや他の人の意見を参考にしながら、最

終的な自分の意見をまとめる。 

・最終的な自分の意見をタブレットに打ち込

む。 

・個人の尊重、効率と公正を踏まえ、公共の福祉

の使用に関しては慎重に議論をする必要があ

ることを確認する。 

・双方の立場で代表で何人かを指名し、発表する。 

☆タブレットを用いて学級全体で意見を共有さ

せ、影響を受けた意見には印を２つに絞ってつ

ける。 

□発言やワークシートから、だれもが自分らしく

幸せに生きることができる社会を創るために、

個人の尊重と公共の福祉を視野に、他の人の意

見を参考にしながら自分の意見を主体的に追

究しようとしている。（態） 

 


